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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わたしはぶどうの木で、あなた方は枝です。人　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がわたしにとどまり、わたしもその人の中にと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どまっているなら、そういう人は多くの実を結　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びます。わたしを離れては、あなた方は何もす　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ることができないからです。　ヨハネ１５：５
　　                                       　　悪の力に対する勝利   　マルコ　１：２１－２８　

恐ろしい犯罪や悲しい出来事が激増している今の時代において、悪の力が強く働いていることは、周知の事実です。
主イエス・キリストが地上におられたときも、悪の力が強く働いていました。主イエス・キリストの地上の全生涯は、悪との戦いでした。ベツレヘムの家畜小屋に御降誕されたときから命を狙われ、伝道活動に入ってから甘い誘惑や激しい攻撃に合い、果ては十字架にはりつけられて殺されるという残酷な仕打ちにあいました。主はいかなる誘惑にも負けず、一見敗北と思われた十字架の死も、復活によって死と悪魔に打ち勝ちました。
　主イエスが伝道を始められたときは、多くの会堂へいって御言葉を語られました。会堂は、イエス・キリストが伝道活動をするために最初の大きな手がかりであり、重要な役割を果たしました。
１．律法学者たちの教え
当時もユダヤ人の集団があるところには会堂がありました。会堂では神殿のように犠牲をささげることはしなかったけれど、律法を教え、祈り、また教育や地方議会の施設として用いられていました。律法とその解釈に「ついては学者があたっていましたが、会堂司に指名された人は律法の解説をすることができました。律法学者たちは優秀な頭脳の持ち主で、聖書の字句には精通していたが、その精神には暗くて形式にとらわれがちでした（マタイ２３章）。聖書の中の律法そのものは聖なる神の言葉であり、神の御前に、また人々との間に清く正しい歩みをなすための不変の真理の言葉ですが、罪ある人間が律法を守りきることは難しい上に、律法と言い伝えとを結び付けて複雑化していったので、人々には負いがたいものとなっていきました。
２．イエス・キリストの権威ある教え
イエス・キリストはカペナウムの会堂に入って教えられましたが、律法の解釈をして教える通常のものとは違って、権威ある者のような教えに人々は驚きました。神であり神の言葉を語るイエス・キリストには、神としての権威があることは当然のことです。口先だけはうまいことを言っても当てにならない人々は世の中に多くいますが、イエス・キリストは言葉と行動において矛盾がなく、実践面において必ずそのようになる実力があり、証明されました。
３.　悪の力に打ち勝つ力　
悪霊は数多くあり、悪魔の支配下にあっていろいろな形で人に働きかけ、神のわざを妨げようとして人々を罪の中に

閉じ込めて不幸にする、生きて働いている悪しき霊です。会堂の中に悪霊につかれた人が、「ナザレの人イエス。・
・・あなたは私たちを滅ぼしに来たのでしょう。私はあなたがどなたか知っています。神の聖者です。」と叫びまし
た。多くの人たちはイエスの権威ある者のような教えに驚いていましたが、神であることはまだ分かっていませんでし
た。悪霊の能力には限界があるけれど超自然的な力を持っていて、イエスが神であることを知っており、知恵においてもとうてい人間がかなうものではありません。イエスと寝食を共にした弟子たちでさえ、イエスが神であることをずっと後の方になってやっと分かりかけてきたことでした(マルコ8:29）。イエス・キリストは悪霊をしかって、「黙れ。

この人から出て行け。」ときつい言葉を発して、苦しんでいる人から悪霊を追い出していやされました。イエス・キリストは悩み苦しむ者には優しく憐れみ深いけれど、悪に対しては強く出ました。悪霊によって苦しんだ人の癒しの中
に、イエスがメシヤとして悪魔に打ち勝っていく重要な意味が含まれています。しかし、この奇跡も評判が広まるにつれて、奇跡の方に人々の重点がいき、イエスはメシヤとしてなかなか理解してもらえない苦難がありましたが、救いのわざを完成されました。
ポストモダニズムの思想が強い今の時代に、真理が隠され、伝統を削り取り、理性しかも自己本位の人間性が強く出て難しいときに、時代の流れをとらえながらバランスをとり、イエス・キリストの正しい道を踏み従っていくことが大切です。悪の力は外側から、内側から、誰にでも、どこにでも働きかけているので、絶えず霊的目を覚ましていることが大切です。信仰のたて、救いのかぶと、御霊の剣―神の言葉、篤き祈りは必須のことがらです。２０００年前も、今も人間の本質は同じです。すべての道で主を認め、悪の力から守られて（箴言3:5-7、ヤコブ3:13-15)、クリスチャン信仰の旗印を鮮明にして、キリストの福音の器として用いていただいていきましょう。　　　　　　　＜鈴木光夫＞
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